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サッカーワールドカップ。スペインでも日本代表の逆転劇。本当にワク

ワクドキドキです。決勝トーナメント進出、素晴らしい限りです。そして、
次の試合は、前回準優勝のクロアチアです。熱い戦いが繰り広げられるこ
とでしょう。日本がワールドカップに初出場してから 30 年だそうです。日
本サッカーの歴史が大きく動いています。 
さて、令和４年度中番フェスティバルのアンケートについて、保護者の

皆様にはお忙しい中、ご協力を賜り誠にありがとうございました。下記の
通り、ご報告させていただきます。 

どの項目も肯定的な評価をいただきました。ほとんどの項目で 90％を超
えるＡ評価をいただきましたこと大変ありがたく思います。子供達が、こ
の中番フェスティバルで取り組んできた全ての活動が実を結んでくれたも

のと思います。子供達は発表会当日まで、練習し、自分で考え、よりいい
ものを仲間と共に創り上げるという目標に向かい、頑張ってきました。そ
の一つ一つの取組の中で見せた一生懸命さ、ひた向きさ、誠実さが保護者
の皆様に届いたものと大変嬉しく思っております。精一杯、取り組んだ子
供達に拍手を贈りたいと思います。本当によく頑張りました。 
この土曜日と日曜日は、北播書道展が河合小学校で開かれました。ご覧

になられた保護者の方もおられたことと思います。回を重ね、今年で第 70
回となっております。私が小学生の時にも既にありました。大変歴史が古
く、保護者の皆様にとっても、馴染み深いものだと思います。市よりも広
域な北播地区になるとやはり上手な子供さんがおられます。そして、この
北播書道展では高校生の作品も展示されます。さらに高度な作品に出合う
ことができます。正に芸術の秋に相応しい書道展だと思います。子供達に
は、自身の技能向上と更なる高みを目指し、日本文化の伝統であるこの
「書道」に、これからも親しんで欲しいと願っています。 
また、昨日は小野ハーフマラソンが開催されました。この大会も早いも

ので今年で第９回を迎え、来年は第 10 回となります。この中番小学校の前
の道がコースとなることから、多くの方にとって身近なものだと思います。
この事業には、多くの市民の方がボランティアスタッフとして参加してお
られます。このような大きな事業は、決して市だけでは出来るものではな
く、多くの市民の理解と協力があってできるものです。支援する市民の力
が大変重要であると思います。今、この大会は、参加する人、それを支え
る人、お互いが気持ちよく、やってよかったとも思える、嬉しくなる、楽
しくなる、そのような素晴らしい大会になっているなと感じます。 
新型コロナウイルス感染症については、なかなか収束とはいかず、心配

な状況が続いています。中番小学校としては、「恐れず、正しく、適切に。」
を基本に据え、日々の感染対策を徹底していきます。保護者の皆様には、
ご理解とご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

中番フェスティバルのアンケート結果について 

－ Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


